
○ 国及び地方の長期債務残高 （平成１５年６月） 

 

（単位：兆円） 

 

５ 年 度 末 

(1993年度末) 

＜ 実 績 ＞ 

１０年度末

(1998年度末)

＜ 実 績 ＞

１３年度末

(2001年度末)

＜ 実 績 ＞

１４年度末 

(2002年度末) 

＜補正後＞ 

１５年度末

(2003年度末)

＜ 予 算 ＞

国 ２４６程度 ４０８程度 ５１４程度 

 
５４２程度 
(４９４程度) 

※注１ 

５１８程度 

 普通国債残高 １９３程度 ２９５程度 ３９２程度 ４２８程度 ４５０程度 

地   方 ９１程度 １６３程度 １８８程度 １９４程度 １９９程度 

国と地方の重複分 ▲４程度 ▲１８程度 ▲２９程度 ▲３１程度 ▲３２程度 

国・地方合計 ３３３程度 ５５３程度 ６７３程度 

 
７０５程度 
(６５７程度) 

※注１ 

６８６程度 

対 Ｇ Ｄ Ｐ 比 ６８．３％ １０７．７％ １３３．９％

 
１４１．２％ 
(１３１．４％) 

※注１ 

１３７．６％

 

（注）１．１４年度末の（  ）内は、郵政事業特別会計及び郵便貯金特別会計の借入金残高（合計４
９兆円程度）を除いた場合の数値（両特別会計は１４年度末で廃止）。 

   ２．１４年度末の普通国債残高は、１５年度借換国債の１４年度における発行予定額（約９兆円）
を含む。 
３．１４年度末の国の長期債務残高及び普通国債残高は、実績ベースでは、それぞれ５３６兆円
程度（郵政・郵貯特会の借入金残高（合計４９兆円程度）を除くと４８７兆円程度）、４２１
兆円程度。 

   ４．ＧＤＰは、１４年度は実績見込み、１５年度は政府見通し。 
   ５．このほか１５年度末の財政融資資金特別会計国債残高は９６兆円程度。 


